
平成 24年４月６日 

                             

 

 

 

春の訪れは三寒四温といわれます。少しずつ日差しも暖かくなってきましたが、まだまだ冷たい風

も吹くようです。暖かくなると、花粉症の悩みがある先生方はマスク姿が目立つようになりました。

加えて今年は、ＰＭ2.5という新しい大気汚染の心配も出てきました。もし、東海地方の数値も上がれ

ば、屋外での活動は自粛していかなくてはなりません。ご家庭でも健康には、十分ご留意下さい。 

春の訪れを実感する中、子どもたちのあいさつも元気パワーがみなぎってきたように感じます。そ

れぞれの学年では、まとめの時期に入り、喜びと希望を持って進級・卒業できるように、担任の先生

と子どもたちが心を一つにしてがんばっています。今後ともご理解・ご支援をよろしくお願いします。 

 

 

 

３月５日２，３時間目に「六年生を送る会」が行われました。

この会は、毎年５年生が中心となって企画運営に当たります。在

校生が６年生の卒業を祝う会であり、お世話になった６年生に感

謝の気持ちを伝える会でもあります。そして、毎年、リーダーと

しての役割を６年生から５年生へバトンタッチをし、５年生がい

よいよ最高学年になるんだという自覚を初めて持つ会となってい

ます。 

会場の体育館には、各学年の子どもたちが作った壁飾りが飾ら

れ、お祝いの雰囲気が広がっていました。６年生が、一人ひとり

１年生の頃と今の写真と共に紹介されながら入場しました。 

１年生は、「たぬきの糸車」、２年生は「６年間、こんなこと

がありました！スペシャル！！」、３年生は、「祝詞（詩）と手

話と歌唱『上を向いて歩こう』」、４年生は「あたりまえ体操と

『スーパーカリフラジリスティックエクスピアリドーシャス』」、

５年生は「合唱『ふるさと』と合奏『あとひとつ』」でした。 

各学年からの発表は、呼びかけや歌、寸劇、楽器演奏、踊り等どの発表も様々な工夫がされていま

した。６年生にとって八郷小学校での楽しい思い出になるようにと一生懸命に練習を積み重ねてきた

ことが感じられました。その後、全員で『世界がひとつになるまで』を歌いました。体育館が歌声に

つつまれて温かく感じられました。６年生は在校生へのお礼として、『蛍の光』の合唱と合奏を披露

しました。さすが６年生と感心させられるすばらしい発表でした。そのすばらしさはきっと在校生の

心に残ることでしょう。 

５年生の見事な運営で、予定時間通りの会の終了となりました。６年生にとっても、在校生にとっ

ても、心に残る本当にすてきな会でした。 
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○ 6年生   感動・感謝のひととき  

 ３月６日に卒業生のお祝い給食がありました。この日は６年生

の各教室で、子どもたちと八郷小学校の先生方が一緒に給食を食

べました。メニューは毎日の給食の献立を基本として、楽しく会

食ができるようにアレンジしてありました。から揚げや赤飯のお

むすびやデザートなど子どもたちが喜ぶメニューがたくさんあっ

て、「おいしい」など目が輝いていました。給食室からの「卒業お

めでとう。中学に行っても元気で頑張って！」というあたたかい

メッセージを感じました。食後、それぞれのクラスで先生方とク

イズやゲームなど楽しく時間を過ごしました。６年生のみなさん、

ありがとう。そして、１９日の卒業証書授与式では、胸を張って

羽ばたいていってください。  

○ 学校関係者評価より  

２月２１日に、学校運営協議会の委員さんにお越しいただいて学校関係者評価について話し合い 

ました。これは、保護者や児童、職員のアンケートなどを基にした評価や学校の改善に向けての取

組についてご助言をいただき、次年度の教育活動に活かしていくためのものです。その要点をいく

つか紹介します。 

・子どもたちが「学校が楽しい」と回答する割合が常に高い。すべてこれにつきる。一方「そう

思わない」と回答する子どもの話を十分聞いてあげてほしい。 

・学力の向上への取組について、全体的によく努力している。子どもたちの自ら学ぶ姿勢、自ら

疑問を発する姿勢の醸成が今後の課題である。 

・最近、子どもたちの挨拶の声が大きくなってきたように感じ、嬉しく思う。明朗さ、自信、主

体性などの心の成長の表れと考える。さらに活発さが期待される。 

・「いじめはいけない」だけは、100％であってほしい。どうしてそう思わないのか、丁寧に聞い

てあげる必要がある。 

・道徳については、突き詰めていくと、「やっていいことか、いけないことか」の善悪の判断に行

き着く。判断基準をはっきり示す必要がある。 

・地域・家庭との協働について、学校からの働きか

けはよくやられていると思う。すべて学校にまかせ

るのではなく、地域全体を巻き込んでいくような取

組を進め、保護者も巻き込んでいかなくてはならな

い。 

・学校としてできないところを地域の協力を得たい

と教員から、要望が出てくるとよい。教師が子ども

たちと接する時間をできるだけ多く生み出すために

も、支援を求めるべきである。 

他にもたくさんのご意見をいただきました。これから

の学校運営に生かしていきたいと思います。ありがとう

ございました。 

４月の主な予定 

（変更することがあります） 

８日（月）着任式・始業式・入学式 

９日（火）３限後 11:30ごろ下校 

１０日（水）給食開始 

１６日（火）ＰＴＡ運営委員会 

(19:00より) 

２６日（金）安全部会世話人会 

２７日（土）授業参観・ＰＴＡ総会 

(給食が有ります) 

３０日（月）振替休日 

 

 


